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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
「あなたがたも聞いているとおり、『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられている。しかし、わたしは言っておく。敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイによる福音書5章43－44節
今月は「世界平和への願い」を新たにしなければなりません。先の戦争以来日本は平和が続きましたが、しかし世界に目を向けますと、戦争やテロが絶えず世界のどこかで起こっています。

世界の多くの国の指導者たちは、「平和」への願いを持って政治に携わっていることだと思います。また、国民も平和への願いを持っています。なぜ、平和への願いを持ちながら、「世界平和」が実現しないのでしょうか。それは力によって「平和」を勝ち取ろうとするからです。

主イエスは「平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる」（マタイ5章9節）と言われました。この「平和を実現する人」の教えをマタイ福音書第5章38節以下で具体的に展開されていますが、ここで主イエスは、愛によって平和を造ることを教えておられます。主イエスは自分に敵対する者を愛し、迫害するもののために祈れと言われていますが、この御言葉は非常に難しく困難なように思われます。確かに主イエスの教えが実践出来れば、世界中に戦いはなくなるでしょう。しかし、私たちの力においては、主イエスのご命令を実行するには不可能に思えるのです。でも、このように思うときにこそ、主の十字架の福音に目を向ける必要があるのです。主イエスは、十字架で御自身をささげられ、私達の罪を全て引き受けてくださいました。ここに主イエスの深い、大きな愛が示されたのです。そして私達にいわれるのは、「私があなた方を愛したように、あなた方も互いに愛し合いなさい」（ヨハネ13：34）。

私達の力ではどうにもならないことが、主イエスが示された愛の業を知るとき、主の励ましによって、私たちに出来なかったことが可能になるのです。

今、世界にはそういう主イエスの赦しと愛が本当に必要なのです。主イエスは、「平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。」と言われました。「平和を願う人は幸いだ」と言われているのではありません。わたしたちが平和を実現するために行動することを望んでおられるのです。

（祈り）父なる神さま。どうか私たちの間であなたの平和が支配し、あなたの御旨が行われるようにしてください。

（傳　英二　尾道西教会牧師）
ヤスクニ問題とわたし
秦　博記(大分中央教会長老　九州中会ヤスクニ問題特別委員)
私は戦争が嫌いだ。理由はただ一つ。殺し合うから…お国のためとか、友好国への助っ人のためとか、宗教的正義のための聖戦とか。しかしどんな言い訳をしても、個人の喧嘩と根源は同じだ。正常な人間に戦うことの好悪を問えば、必ず｢否｣と言い、｢平和を望む｣と答える。ところが｢お国のため｣ならば、｢殺人｣は正当化されてしまう。つまり、個人ならば重大な犯罪なのに、国ならば正反対の称賛にすり替わってしまう。こんな矛盾が赦されていいのか。人類はこの矛盾の連鎖を断ち切れないでいる。神が人類に与えたもうた｢殺すなかれ｣の絶対的な掟は、｢無条件｣の掟だと信ずる。「殺し」の言い訳は、人類が勝手に、その都度こじつけてきた。そして、その経験から｢戦争を仕掛けるやつがいるから、仕方ないだろ」と「正当防衛」を主張し、開き直る。

ゲッセマネの園で主イエスが捕えられた時、ペトロは師を守ろうとして大祭司の手下を傷つけてしまったが、主は「剣を取るものは皆、剣で滅びる」と制して、その傷をその場で癒されたという。創造主の嘉したもう平和は、戦いに勝利して獲得する平和ではなく、間違いなく「不戦平和」なのだ。何とかこのあたりで、人類は平和のために殺人を犯すという、神の掟に背く自己矛盾から脱け出すことはできないのか。
この愛する日本が、先の大戦で得た貴重な平和への遺産をないがしろにして、ほかの国と同じような「普通の国」に戻りたがっている。憲法に謳う「不戦平和」を何故貫こうとしないのか。それを貫くことこそが「国際社会で名誉ある地位を占める」ための唯一の道であったはずだ。

我が家にこんなエピソードがある。息子が７歳の頃だった。夜店で買った一匹

の金魚をよく世話していた。我が家では「金ちゃん」の愛称で呼んでいた。ところがある日、息子が学校から帰ると金ちゃんが死んでいた。息子は母親の勤め先に電話してその報告をした。「金ちゃんが死んじゃった」。そして受話器を握りしめたまま号泣し始めた。「金ちゃんが死んだ」「金ちゃんが死んだ」。それだけを繰り返した。母は電話の向こうで懸命に慰めの言葉をかけた。息子のその時の悲痛な訴えの声。今も妻の記憶から消えないでいるという。
私はその晩、その報告を受けた時、涙を禁じえなかった。そして息子が、小さな命をいとおしむ心をいつまでも持ち続けてほしいと願い、今も願い続けている。だから、絶対に息子を戦争には行かせまいと誓った。国に奉仕する務めは、国のために人を殺すことではない、と信ずるから…息子に限ったことではない。自衛隊員であろうが外国人であろうが皆神の民だから…ヤスクニの英霊など、これ以上絶対に増やしてはいけない。
我が家の「金ちゃん事件」から３０年経った。息子も既に中年の域に達した。

昨年、彼にも息子が生まれた。孫の顔をながめながら、神さまが与えて下さったその小さな命をつくづく愛おしいと思う。この孫も、決して戦争には行かせられないと、｢じいじ｣はあらためて誓った。
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靖国問題 Q and A　＜信教の自由、政教分離について＞
問い…信教の自由について教えてください。
答え…日本国憲法第二十条は以下のように宣言しています。
　　「第二十条　信教の自由は、何人に対してもこれを保障する。　
　　いかなる宗教団体も、国から特権を受け、又は政治上の権力を
　　行使してはならない。
　　２　何人も、宗教上の行為、祝典、儀式又は行事に参加することを強制されない。
　　３　国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗教的活動もしてはならない。」
　　ここでは信教の自由は政教分離と切り離すことが出来ないもの、表裏一体のもの

であることが強調されています。その背景には、日本国憲法を成立させることに
なった、敗戦に至るまでのこの国のあり様についての反省が込められていると捉
えるべきです。この国ではかつて個人が国及びその機関から、宗教的儀式、行事
等への参加を強要され、宗教教育を強要されました。このような国家神道の強要
によって天皇の神格化と靖国思想が一体となり、遂に無謀な戦争に走り、敗戦の
滅びに至りました。このことについての反省から、憲法第二十条によって国に対
する強い縛りがかけられることになり、この国における信教の自由と政教分離が
保障されることになったのです。この国において信教の自由が保障されるように
なったのは、過去の歴史への反省を踏まえてのことなのだということを、わたし
たちはよく覚えているべきです。特に信教の自由の実質を獲得して行かねばなら

ない今の時、この事実は、わたしたちに重要な視座を与えてくれます。
問い…信教の自由、政教分離は、キリスト者であるわたしたちの信仰の告白とどのよ
うに関わっていますか。そのことからわたしたちに今求められている課題は何ですか。
答え…政教分離の原則により、教会は政治的なことに関わらないでよい、むしろ関わ
るべきではないというような誤解が教会内にあり、昨今、声を大にして言われた
りしていますが、前問からも明らかなように、政教分離は国に縛りをかけるもの
であって、キリスト者がキリスト者として信仰の良心をもってその時代にあって
政治的な発言をなし、行動することを妨げるものではありません。政教分離の原
則は、キリスト者の良心の自由を保護するものであって、決して縛りをかけるた
めのものではないことを弁えているべきです。もしキリスト者が「政教分離」を
持ち出して、自らに、そして兄弟姉妹に対し、政治的なことに関わって行くこと
について縛りをかけるようなことがあるとするなら、それは教会の主キリストが

この世の主でもあられるというわたしたちの信仰告白を踏みにじるものであり、
キリストの主権を勝手に制限し矮小化してこの世に迎合し、自らを欺くことにほ
かなりません。それは同時にキリストの教会がこの世において持っている存在意
義を自ら狭くしてしまうことを意味します。わたしたちは、信教の自由・政教分
離をキリストの主権に関わる信仰告白の課題として捉えるわけですが、憲法がな
いがしろにされつつある今日、わたしたちは、ますます良心を研ぎ澄まし、この
ことを証ししなければなりません。これは喫緊の課題であり、教会が、今、この
国の悪に加担することになるのか、あるいはこれを止めるために奉仕するのかと
いうことに、具体的に結び付いていることなのです。
（篠塚予奈　東京告白教会牧師　大会靖国神社問題特別委員会委員）
「特定秘密保護法の闇」┅教会はこの法律とどう向き合うのか┅
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　去る、7月18日(金)午後6時30分から蒲田御園教会において、表記の集会が行われました。主題は「『特定秘密保護法の闇』┅教会はこの法律とどう向き合うのか┅」でした。講師は日本バプテスト連盟八王子めじろ台教会員である、弁護士　井堀　哲(安倍首相靖国参拝違憲訴訟弁護団事務局長)です。参加者は33名と少数でしたが、クリスチャン新聞、キリスト新聞社、の方々各1名も取材のためにいました。

　講師は、“「特定秘密保護法」の危険性を共に考えることができたら”との視点から、レジメに挙げられた以下の11項目について講演されました。1．特定秘密保護法とは何か。2．何を秘密とするのか？～①秘密の範囲。国の安全保障に著しい支障を与える可能性のあるもの。4点。3．いつまで秘密なのか？～②秘密の期間。上限5年だが、更新可能(30年)。更に内閣の了解で最大60年。永遠の秘密も可能。4．誰が秘密を管理するのか～③人的管理・適性評価。秘密を取り扱う者を限定→訂正評価のために必要な調査を行う(7項目)。5．秘密に関わることで処罰されるのか？～④罰則強化、3点。6．「適正な運用を図るため」の仕組み。5項目。7．何が問題なのか。①何が秘密か分からない。②なぜ、秘密にすべきなのか分からない。③いつまで秘密なのか、わからない。秘密にすべきであったのかどうかも検証できない。④いつ、誰を、いかなる理由で調査されるのか分からない。⑤何が処罰の対象か分からない。⑥知る権利(メディアを含めた)の侵害。8．なぜこのような法律が成立したのか。9．私たちの信仰生活はどうなるのか。反天皇、平和主義、神への愛、隣人への愛等信仰に基づいて生活すると「特定秘密保護法」とぶつかる、その時、いわゆる先の戦時中のキリスト教に対する弾圧の再来の可能性。10．靖国参拝と秘密保護法～安倍首相参拝の狙い。11．最後に。このような講演から、私たちは、1．1985年に出されたスパイ防止法案(廃案)等から「特定秘密保護法」に至る歴史がある。2．この法律には、情報を独占管理しようとする、官僚の思惑が見え隠れしている。3．憲法、特にその平和主義に反する。4．主権者である国民の人権保障に反する。5．そもそも情報は主権者である国民のためのものではないのか、6．その他、を学ぶことが出来ました。最後に、講師はそのような中で、報道関係はじめ、私たち一人一人が萎縮することなく、このような法律を施行させない、廃止させる必要があると講演を結ばれました。良き学びの時を与えられ感謝でした。
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